
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（  地域） 

平成 27年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

①講習会のさらなるレベルアップを考えていく。 

②参加者がさらに心が安らぐ場として、講習会を 

考えていく。 

③病院への講習会の認知を行っていく。 

 

事業名 乳ガン手術後の手作りパッド事業 

事業主体 

（連絡先） 

乳ガン患者会「桜むね」 

長野県松本市渚２－７－２ 

事業区分 ②保健、医療、福祉の充実に関する事業 

⑥産業振興、雇用拡大に関する事業 ア特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 3,016,686円（うち支援金：1,891,000円） 

 

① 乳ガン手術後の手作りパッド

講習の拡大と内容のレベルア

ップ。 

② 松本市及び他地域の患者への

講習会の認知を行う。 

③ 松本市及び他地域の病院への

講習会の認知を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

講習会に多くの方が参加すること

により、松本市の参加者にレベル

の高い講習が出来た。講習会に満

足した方は毎回８５％になった。 

講習会に参加することによって、

不安だった心が安らいだ方は９

０％だった。 

 

【講習会の様子】 

 
 【目標・ねらい】 

 

① 支援金を活用して「乳ガン手術後のパッド講習」を

他地域で開催出来、多くの工夫が集まった。その結

果松本の参加者にもレベルの高い講習をすることが

出来た。 

② 長野県健康福祉部、松本市健康作り課の「講習会の

お知らせ」の配布により、新規参加者が増加した。   

③ また、病院内への「お知らせ」配布により、がん専

門の看護師さんにも講習会を認知して頂く機会が出

来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・乳ガン手術後の肌にやさしい手作りパッド講習を多く

の地域で開催することによって、たくさんの工夫を集

め、より使用感のよいパッドを作れるようにする。 

・講習会は、同じ仲間が悩みを共有する集団カウンセリ

ングの場でもあるので、参加者の心が安らぐ場の提供を

していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


